
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



演題名： 縦断的な健康調査に参加する高齢者の特性  

-参加継続と非継続に影響する因子の解析から見えること-  

  

抄録本文：  

【目的】高齢者における健康関連調査への不参加および追跡調査からの途中離脱は、要介護危険因子の

保有水準を反映するといわれている。  

本研究では、縦断的な調査における初回参加時の調査項目を参加継続者と非継続者で比較し特徴を分

析し、参加が困難となった理由から要介護状態を回避する方策がみえないか検討した。  

【方法】自治会に通う 80歳以上高齢者を対象に、2011年と 2017年に生活基本調査・健康診断・高次脳機能

検査を実施した。解析は追跡調査時に連絡が取れた対象者で行った。  

【結果】2011年の初回調査参加者 190名に 2017年追跡調査の募集で連絡がとれた 164名中、参加継続者

32名（19.5％）非継続者 132名、平均年齢 90歳±3.3歳であった。初回参加時 baselineの調査項目では、

参加継続者は握力が強く TUG 時間が短かった。認知機能検査では MMSE、VFT、SPMT の点数が高かった。こ

れらは年齢・性別・教育期間で補正後にも有意差が認められた。他に動脈硬化・血液検査、栄養調査では統

計学的な差はなかった。  

次に追跡調査に参加が困難となった理由では、病気・入院・施設入所および死亡で参加自体が困難であ

った群は 91 名（68.9％）、元気だけど不参加群は 41 名であった。元気だけど不参加群は、参加継続者と比

較して有意差はないが、参加が困難であった群より筋力や認知機能は維持されていた。  

【考察】縦断調査の非継続者は baseline の時点からすでに筋力と認知機能が低下していることがわかった。

健康調査への参加継続を社会参加の継続と捉えた場合、元気だけど不参加群には社会参加を中断せざる

を得なかった理由があると考えられ、参加が困難になる一歩手前の段階に筋力と認知機能の低下が影響し

ている可能性があった。この視点で何らかの予防介入することで要介護状態を回避できることが望ましいと

考えられた。  

【倫理的配慮】本研究の COIはなく琉球大学倫理審査委員会の承認を得ている。  


